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 表紙の写真 とも うら

                      鞆の浦「常夜燈」（写真提供：広島県福山市 ）＜関連 P24＞ 

 
鞆港西側の雁木の南端に立つ常夜燈（とうろどう＝燈籠塔）は、鞆の浦の 1 番のシンボル

です。「安政六年己未七月」（1859 年）に建造され、海中の基礎部分を入れると高さはおよそ

10 メートル、常夜燈の高さでは日本一を誇ります。 

 南に弓状の港を有する鞆の浦は多島海の天然の良港で、豊後・紀伊水道がぶつかる瀬戸内

海の中央部に位置し、“潮待ちの港”として栄えました。 

 1826年、オランダ商館の医師・シーボルトは『江戸参府紀行』の中で「活気に溢れた町」

と記しています。その港町の海上安全を支えたのが、この常夜燈です。 

現在も鞆の浦のシンボルタワー的役割を担っています。  
 


